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実践したプランの内容と成果（実践したプランのだけ記⼊する内容です） 
複数のプランを実践した場合にはプランの数だけ，ここから後の 5 つの表をコピーして記⼊してください 
必要に応じてセル（表の枠）の⾼さを調整していただいて構いません 
「★」は任意ですがそれ以外は極⼒埋めてください 

記⼊⽇ ⻄暦 2020 年 1 ⽉ 14 ⽇（2019 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 ミラクルウィッシュ 

実践番号（団体内・年度内の通し番号） 10 

タイトル 
内容を端的に⽰し，中⾝を⾒たくなるタイト
ルをつけてください．計画時のタイトルと同
じである必要はありません 

⼦育て中のママが防災・減災をキーワードにつながる 

親⼦の防災部 

実践担当者のお名前 益⽥紗希⼦ 

 

実践にかかった⾦額 
チャレンジプラン予算額に関わらず実践でか
かった費⽤の総額をご記⼊ください 
具体的⾦額を記⼊するか，選択肢から該当し
ないものを削除し該当するものを 1 つ残す 

円 
30 万円未満 

実践の準備にかかった時間 
期間ではなく合計時間を書いてください 
例︓⽉に 1 度，1 時間程度 3 回集まった→3
時間→数時間 該当しないものを削除し該当
するものを 1 つ残す 

数ヶ⽉ 

実践活動を実施した⽇時 
⻑期に渡る実践の場合には「時」や「分」を
適宜削除してください 

⻄暦 2019 年 4 ⽉ 7 ⽇〜⻄暦 2020 年 3 ⽉ 28 ⽇ 

実践の所要時間 
期間ではなく合計時間を書いてください． 
例︓2 時間×2 ⽇＝4 時間 

30 ⽇×2 時間＝60 時間 

実践の運営側で動いた⼈の⼈数 25 ⼈ 

防災教育の対象者の属性 
⾮運営側として参加した⼈の主な属性 
該当しないものを削除し該当するものを残す
（複数可） 

幼児/保育園児/幼稚園児・⼩学⽣（低学年）・⼩学⽣（⾼学
年）・中学⽣・⾼校⽣・⼤学⽣・保護者/PTA・地域住⺠・
社会⼈/⼀般・⼥性・障・防災関係者・全ての⼈々・ 

防災教育の対象者の⼈数 約     2000 ⼈ 

実践を⾏った都道府県と市区町村 ⼤阪府⼤阪市・吹⽥市・箕⾯市・池⽥市 

兵庫県三⽥市・尼崎市・神⼾市・丹波篠⼭市       

実践を⾏った具体的な場所 
例︓〇〇⼩学校体育館 

三⽥市総合福祉保健センター  

ふらっとひろば ままちっち キューズモール 等 

★実践に必要だった特定の能⼒を 防災グッズ（100 均にあるもの）書籍（防災トイレについ
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持った⼈・物品・ツール・知識等 て）きけんはっけん まちがいさがし 

 

達成⽬標 
社会的地域的時代的背景や実
践の⽬的や何を達成しようと
したかを書いてください 

孤⽴しがちな⼦育て中の特に乳幼児を育てる保護者向けの講座やブー

スでの防災啓発をすること。たくさんの親と出会い、防災にアンテナ

を⽴ててもらい、意識をしてもらうことに注⼒した。 

どの⼒を⾝につけよ

うとしましたか︖  
該当しないものを削除し該当
するものを 1 つ残す 

知識・技能  ⼤いに 

思考⼒・判断⼒・表現⼒  ⼤いに 

学びに向かう⼒・⼈間性  ⼤いに 

実践内容・⽅法 
これを読んだ⼈が同様の活動
を⾏えるように具体的に詳し
く書いてください 
適宜写真や図表等を⼊れてい
ただいて構いません 

・防災に関⼼のない⽅や、やろうとは思っているけどなかなか⾏動に移せない⼦育て中の保護者

に対して、地域の楽しいイベントの中での防災啓発ブースを出展したり、⾃主開催の講座・講演

会はもちろんですが、ママサークルや商業施設で防災講座をさせてもらうよう働きかけエリアを

超えて開催させていただきました。 

・参加したママが紹介してくれ別

の団体への防災講座を開催するという、⼝コミでの防災講座のオファーも多くいただくことがで

き、ニーズのあるところには⼿弁当で講座をさせてもらいに⾏かせていただきました。 

・11 ⽉ 4 ⽇に⾏ったミラクルウィッシュ主催の「ミラクル親⼦パーク in さんだ」ではイベント

最初に防災講演会を企画し、主催者・運営者・出展者・⼦ども達・来場者全員が参加できるもの

を企画しました。そうすることで、関⼼のない⼈たくさんの⼈に防災について考えてもらえると

思ったからです。 
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・他にも今まで⾏っていなかったことで、 

ものづくりが好きな⽅と⼀緒にパラコードブレスレットを作りながら防災のしゃべりや、パラコ

ードの活⽤についてお話ししたり、きけんはっけん防災まちがいさがしのツールをただ使うだけ

でなく、新たに媒体を作って、⼦どもたちがより危険についてじっくり考えてもらえる準備がで

きました。 

・防災団体との情報共有の場として「関⻄防災交

流会」を企画することができ、団体としてうまく

いっていることを学び、問題を団体同⼠が⼀緒に

考え解決していく仲間を作りました 

・忙しいママのためにオンラインでの防災講座や

交流会・勉強会なども開催しました。 

得られた成果 
どのようなチャレンジをし，
その結果何が得られたかを書
いてください 

・ママたちの⼝コミの効果もあってか、ただ受講するだけではない、⾃分たちで防災を勉強する

「防災部」をたちあげたいという声をいただき、「あべの親⼦防災部」を⽴ち上げ、阿倍野に住む

ママたちを中⼼に 2 か⽉に 1 度集まって防災を考える時間をスタートさせました。 

・⾏政との連携のおかげで、実現させていただけた講座もたくさんあり、30 ものイベントや講座

が開催できたのもチャレンジプランのおかげだと思っています。 

・「ミラクル親⼦パーク in さんだ」のイベントを楽しみに⾜を運んでくださった⽅からの「知ら

なかったことがしれた」「⾃分の命を⾃分で守るために備えを強化しないといけない」なども感想

もたくさんいただきました。なんといっても 1 番⼤きな反応があったのは⼦どもたち（⼩学⽣）

でした。かえってすぐ実践したというご家庭も本当に多く⼦どもたちの意識が上がることで、保

護者ももっと意識が上がっていくことを実感しました。 

・団体として知ったことや学んだことを共有する場を作ることで、同じ悩みを時間をかけずに解

決できたり、さらに加速した活動につながったりできています。 

・オンラインの導⼊により、外出しづらい時間でも交流が勉強ができこのシステムは今後も取り

⼊れていきたいツールであると実感しています。 

 

どのくらい⾝につき

ましたか︖  
該当しないものを削除し該当
するものを残す 

知識・技能 ⼤いに 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ ⼤いに 

学びに向かう⼒・⼈間性 ⼤いに 

課題・苦労・⼯夫 
やってみてわかった新たな課
題，苦労した点，⼯夫した点
などをこれから同様の実践を
⾏うとする⼈が参考になるよ

防災というキーワードだけでは、⼈が集まらないことを実感しています。いかに、楽しく家族で

⼀緒にできるものであるかで、防災を学んでもらえるのかそうでないのかが変わってくると実感

しています。 

SNS などを使っての周知にもイベントや講座の告知だけでなく 
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うに書いてください お役⽴ち情報などの発信にももっと時間と労⼒をかけれたらよかったなと思っています。 

孤⽴する⼦育てをどのようにして、地域に巻き込んでいくか、その中でどのように防災啓発を絡

ませていくか、それを防災部を各地で⾏っている団体と連携していくことで⼀⼿が⾒えてくるの

ではないかと考えています。 

 

 

★運営・実践の担当者が協⼒を求めた⼈や団体（関係者）について 
1 つの実践事例に複数の関係者がいる場合には関係者の数だけ表をコピーして記⼊してください 

関係者の名前・団体名 ほくせつ親⼦防災部 辻由起⼦ 

関係者の説明 ママに伝わる⾔葉をモットーに各地で防災活動をしている 

関係者の連絡先 oyakobousai@hokusetsu.zaq.jp 

 

★運営・実践の担当者が協⼒を求めた⼈や団体（関係者）について 
1 つの実践事例に複数の関係者がいる場合には関係者の数だけ表をコピーして記⼊してください 

関係者の名前・団体名 にしよど親⼦防災部 

関係者の説明 ⽣活の中に防災を︕⻄淀川で防災について学びあうネットワーク 

関係者の連絡先 taniuchi@aozora.or.jp 

 

★運営・実践の担当者が協⼒を求めた⼈や団体（関係者）について 
1 つの実践事例に複数の関係者がいる場合には関係者の数だけ表をコピーして記⼊してください 

関係者の名前・団体名 ⼀般社団法⼈ codomoto ままちっち 

関係者の説明 ⼦どもとの⽇々を応援する情報サイト運営やひろば運営をしている 

関係者の連絡先 050-3708-4807 

 

★運営・実践の担当者が協⼒を求めた⼈や団体（関係者）について 
1 つの実践事例に複数の関係者がいる場合には関係者の数だけ表をコピーして記⼊してください 

関係者の名前・団体名 釜渕佳世 

関係者の説明 防災⼠ 

関係者の連絡先 050-5435-9464 
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★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 
1 つの実践事例に複数の学びやメッセージがある場合には学びやメッセージの数だけ表をコピーして記⼊してください 
伝えたい相⼿ 防災を学びたい・伝えたいママさん 

伝えたい内容 ⼀⼈では悩むことや、⾏き詰まることもたくさんあるともいます。で

も⼀歩踏み出すことで、誰かが⼿を差し伸べてくれたり、教えてくれ

たり、助けてくれたりします。今回このプランにチャレンジすること

で、たくさんの出会いと学び、思ってもいない活動が実現することが

できました。これからも私⾃⾝も背中を押していきたいと思います。 
ここまで，実践したプランの数だけ記⼊する内容です 

複数のプランを実践した場合には，ここまでの 5 つの表をコピーして記⼊してください 
 

フォームへのご意⾒（1 団体あたり 1 回だけ記⼊する内容です） 

★このフォームは書き

やすかったですか︖ 

わかりにくいところ，改

善すべき点などあれば

教えてください 

記載したいことが多いところは 1 ページにまとめないといけないとこ

ろだったので、活動数が多いと 1 ページではまとめられず苦労しまし

た。 

あと表の使い⽅がよくわからずうまくできませんでした。 

 

 


